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国
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文
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財
研
究
所
　
「
藤
原
宮
出
土
木
簡
０
」

奈
良
・紀
寺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
小
山

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
一
月
を
二
月
　
第
二
次
十
二
期

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
首
学
研
究
所

調
査
担
当
者
　
泉
森
咬

・
藤
井
利
章

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

（紀
寺
）

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
―
平
安
初
期

遺
跡
お
よ
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

紀
寺
と
い
う
寺
院
は

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
七
月
条
に
み
え
る
の
み

で
、
詳
細
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
記
事
に
よ
り
庚
午
年
籍
の
作
成
さ
れ
た

天
智
九
年

盆
ハ
七
〇
）
こ
ろ
の
創
建
で
、
紀
氏
を
橿
越
と
す
る
寺
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
平
城
遷
都
と
と
も
に
平
城
京
左
京
五
条
七
坊
に
移
り
、
魂
城

寺
と
号
し
た
。

当
初
の
寺
地
は
明
日
香
村
小
山
の

「
キ
デ
ラ
」
の
小
字
名
を
遺
す
付
近
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
明
治
初
年
ま
で
は
礎
石
も
残
存
し
た
ら
し
い
が
、
周
縁
に

い
わ
ゆ
る
雷
文
を
飾
っ
た
特
徴
的
な
複
弁
蓬
花
文
軒
丸
瓦
を
出
土
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
寺
址
は
藤
原
京
左
京
八
条
二
坊
に
当
た
り
、

右
京
の
薬
師
寺
と
同
じ
く
八
条
大
路
に
面
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に

県
営
飛
鳥
緑
地
運
動
公
園
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
八
年
度
か
ら

二
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
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そ
の
結
果
、
南
大
門

・
中
門

・
金
堂

・
講
堂

・
回
廊
、
お
よ
び
南
面
築
地
大

垣
が
検
出
さ
れ
、
東
塔
址
は
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
と
対
称
位
置
に
は

西
塔
は
な
く
、
約
ニ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
東
西
に
並
ぶ
二
本
の
掘
立
柱
の
存
在
し

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
は
県
有
地
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
伽
藍
は

西
半
分
が
発
据
さ
れ
た
に
止
ま
っ
た
が
、
そ
の
規
模
、
堂
塔
の
配
置
が
判
明
し
、

ま
た
南
大
問
は
全
面
調
査
さ
れ
た
の
で
中
軸
線
が
知
ら
れ
、
さ
ら
に
南
面
築
地

大
垣
の
東
南
隅
も
検
出
さ
れ
た
の
で
寺
域
も
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
（第
１
図
参

照
）
。木

簡
が
出
土
し
た
の
は
寺
域
の
南
限
を
画
す
る
南
面
築
地
大
垣
か
ら
約
四
〇

メ
ー
ト
ル
南
で
、
推
定
八
条
大
路
よ
り
も
南
に
当
た
る
。
東
に
は
飛
鳥
川
の
右

岸
に
断
続
的
に
つ
づ
く
丘
陵
の
一
つ
、
「
西
山
」

が

あ
り
、
西
に
も
こ
れ
と
並
行
し
て
小
丘
陵
が
残
っ
て

い
る
。
こ
の
地
飯
は
黒
色
泥
上
の
堆
積
す
る
地
盤
軟

弱
な
低
湿
地
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
多
く
の
不

整
形
な
凹
地
状
土
鍍
が
あ
り
、
木
簡
は
そ
の
う
ち
の

数
個
所
の
上
城
か
ら
土
器

。
木
製
品
な
ど
と
と
も
に

出
土
し
た

（第
２
図
参
照
）。
紀
寺
南
大
門
創
建
ご
ろ
、

不
要
と
な
っ
た
そ
れ
ら
の
品
々
を
前
面
の
凹
地
に
棄

て
、
そ
の
上
を
整
地
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
に
伴
出
し
た
須
恵
器

・
土
師
器
は
第
３
図
の
如

く
で
、
藤
原
宮
出
上
の
も
の
と
同
型
式
で
七
世
紀
末

十
八
世
紀
初
と
み
ら
れ
る
。
木
製
品
に
は
横
櫛

・
糸

巻

。
琴
柱

・
人
形

・
曲
物

・
漆
の
付
着
し
た
ヘ
ラ
な

ど
が
あ
り
、
他
に
土
馬

・
ふ
い
ご
羽
口
な
ど
も
同
時

に
出
上
し
た
。
た
だ
し
土
娯
肉
か
ら
は
瓦
片
の
出
土

を
み
な
い
。

８
木
簡
の
釈
文

・
内
容

／
Ｅ
虫

第 1図 紀寺跡遺構略図 2:木簡出土地



19絡年出上の木簡
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上
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六
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名
日
昨
舵
□．叫
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ドｄ×∞雇
目

②

「
＜
山
田
里
回
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸５
×
ドｏｋ

畠
ｏ

③

「
＜
三
野
里
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
×
∞岸ｋ

畠
ｏ

ω
は
土
壌
４
、
②
は
土
竣
３
、
０
は
土
墳
７
か
ら
出
土
。
他
に
も
上
部
に
切

欠
き
が
あ
り
、
下
部
の
欠
損
し
た
付
札
が
三
点
出
上
し
て
い
る
が
、
墨
書
は
消

え
て
い
て
判
読
で
き
な
い
。
①
は
柾
目
で
、
て
い
ね
い
に
整
形
さ
れ
、
下
部
は

や
や
薄
く
な
っ
て
い
る
が
、
上
端
か
ら
二
二
ミ
リ
下
に
径
六
ミ
リ
ほ
ど
の
穴
が

あ
け
ら
れ
て
い
る
。
表

O   ①
第 2図 木簡出土遺構図

①

仮 で あ 上 裏

は と 読 が 表

「
記
」
「
把
」

と
同
じ

と
い
う
が
、
全
体
の
文

意
も
な
お
明
ら
か
で
な

い
。
②
①
は
上
部
に
切

欠
き
の
あ
る
付
札
で
、

と
く
に
①
の
切
欠
き
は

珍
し
い
が
、
と
も
に
下
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第 3図 木簡の伴出土器 (1～ 8・ 須恵、9～■・土師)
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関
係
文
献

泉
森
咬
　
「
明
日
香
村
紀
寺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
編

『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
七
七
年
度
）　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

（泉
森
　
険
・
岸
　
俊
男
）

部
は
欠
損
し
て
い
て
、
墨
痕

も
剣
落
が
著
し
く
、
里
名
だ

け
し
か
判
読
で
き
な
い
。
貢

進
物
付
札
ら
し
い
が
、
山
田

里

。
三
野
里
と
も
全
国
的
に

多
く
、
ど
こ
の
国
の
も
の
か

わ
か
ら
な
い
。
紀
寺
創
建
に

か
か
わ
る
も
の
と
す
れ
ば
興

味
深
い
。
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